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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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（公社）埼玉県獣医師会第75回定時総会開催
　令和５年６月７日（水）午後２時から、さいたま市「ロイヤルパインズホテル浦和」に
於いて、多くの会員を始め、御来賓等、総勢230名を超える関係者が出席して、第75回定
時総会が盛大に開催され、全ての議案が原案のとおり可決・承認されました。

　総会は、総務委員会の大橋邦啓委員長（北支部）の総合司会により、各総務委員が役割を分担して、次に
より進められました。
⑴　開会の言葉
　中村　滋副会長が開会を宣言した。

⑵　埼玉県獣医師会員憲章の唱和
　栗原　新委員（西支部）の進行により、全会員が起立し「会員憲章」の唱和を行った。

⑶　物故会員に対し黙祷
　柿沼　敦委員（東支部）の進行により、昨年度御逝去された、衛生支部・笠木伯男先生、南支部・林　
政芳先生、北支部・佐藤順児先生、団体支部・長峯　隆先生、団体支部・山根康義先生、さいたま市支部・
藤井芳美先生のご冥福を祈り、全員起立し黙祷を捧げた。

全員起立して会員憲章を唱和

ご来賓の皆様
前列右から　埼玉県知事代理　埼玉県農林部長　横塚正一様、埼玉県議会環境農林委員長　高橋稔裕様、埼玉県議会
福祉保健医療委員長　渡辺　大様、さいたま市副市長　髙橋　篤様、日本獣医師会副会長兼専務理事　境　政人様、
埼玉県農業共済組合副組合長理事　福田和明様、埼玉県畜産会会長代理　専務理事　丸山盛司様、学校法人シモゾノ
学園　理事長　下薗惠子　様
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　新緑の麗しい本日、第75回公益社団法人埼玉県
獣医師会定時総会をここに横塚埼玉県農林部長さ
んをはじめ、県議会の先生方、そして日本獣医師
会からは、この度福岡県議会議員に10期連続当選
の藏内勇夫会長は福岡県議会の関係で本日はどう
しても出席できないということでビデオメッセー
ジをいただきましたので、後程、懇親会の場で上
映させていただきます。本日は、会長代理として
境政人副会長兼専務理事がお見えでございます。
後程ご挨拶を頂戴するところでございますが、こ
の場に多くの御来賓の皆様方をお招きして開催で
きますことに感謝申し上げます。
　我々獣医師の果たす役割は益々医師会から強く
要望されてきたところであります。さらにコロナ
問題に対して我々獣医師会も医師会と大きく切磋
琢磨をさせていただきました。人と動物の共通感
染症において獣医師の果たす役目がこれほど重要
視されたことはありません。前例のないコロナと
いう大きな問題が医師会と獣医師会がさらに近づ
き、国家国民のために、健康と命を守るために大
いな協力体制の確立の第一歩ができたのかなと思
うと共に、本日、極めてお忙しい中、日本医師会
の松本会長、埼玉県医師会の金井会長が共々、全
国でも珍しく懇親会にお二人がおそろいになりま
す。我々獣医師会とともに、人類のそして地球の
崩壊を招く人と動物の健康と命を守る連携によっ
て、獣医師会として全国でもめずらしい総会、懇

親会を開催することができます。さらに本日の懇
親会には我々が尊敬してやまない大野知事にもご
出席いただきます。
　我々に与えられた使命は学術団体であります。
とは言え世はまさにロシアやウクライナにおいて
テレビの画面で見る限り、人の命が毎日毎日戦争
によって失われていく、一方では私たち、人獣共
通感染症を通して少しでも役にたてるように、本
日の埼玉県獣医師会の総会がその原動力として大
きく第１歩を踏み出すことができるのではないか
と思っています。さて私は、小学校２年生のと
き、昭和20年８月15日に学校の校庭で１年生から
６年生が全員並ばされ、天皇陛下のお言葉を拝聴
しました。しかしそのときは小学生でなにもわか
りませんでした。前に並んだ先生が眼鏡をはずし
ながらハンカチで目を覆う、どの先生もハンカチ
で目を覆う、私たち小学生にはなんだかよくわか
りませんでした。当時、学校にはいつも防空頭巾
を持って裸足で行きました。私は６人兄弟でした。
学校に行くと先生が兄ちゃんかお姉さんがいる人
は手をあげなさい。教科書はお兄さんかお姉さん
からもらいなさい。兄弟のいる人には新しいのは
ないんです。「欲しがりません勝つまでは」と教え
られたことばの意味はわかりませんでしたがそう
いう小学校時代を過ごして参りました。いつしか
私たちは日本が戦争に敗れたということをおじい
ちゃんおばあちゃんから聞きまして、これからは

髙橋三男埼玉県獣医師会長挨拶

⑷　会長あいさつ
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平和な学校になるんだよと言われ、それから岩槻
小学校という名前になった時代を経て、昭和30年
に春日部高校を卒業して進路をどうしようかと考
えました。私は小学校４年生のとき犬を300円で
親に買ってもらいましたが伝染病のジステンパー
になりました。町には復員された獣医の先生が一
人おりました。今思えば栄養剤の注射を２～３本
打って約１週間で亡くなりました。そのとき動物
も人間も命は大切だなということを強く感じ、そ
こに私の獣医師としての第一歩が私の心のなかに
芽生えたのかなと思っています。戦後、昭和34年
に大学を卒業して国家試験に合格しまして、東京
の小動物の病院勤務を経て小動物で開業し、昭和
38年に埼玉県獣医師会に入会させていただきまし
た。当時の獣医師会は産業動物の先生がほとんど
で、私は小動物を担当する役員として、浦和、川
口、大宮の先生方にご指導いただきました。獣医
師会の役員として現在まで24年間務めさせていた
だきました。埼玉県獣医師会の初代会長は坂本明
先生、２代目が大津隆紹先生、その後、栗田武男
先生、五十嵐幸男先生ですが、栗田会長が18年、
五十嵐会長が18年、私が24年で合計60年、今75年
経過している中で５代目であります。この三人が
一人平均して約20年務めているということになり
ます。私は若いときから役員をやりました。先輩
から、君は開業しているのか役員やって食ってい
けるのか、役員を２期やったら病院が潰れるよと
言われました。今でも、獣医師会の役員が回って
くるから獣医師会を退会しますと言った先生がい
ますという話しを聞いたことがあります。今回私
は退任をさせていただきますが、今回私が知って
いる限りで初めて、総会で承認された理事の互選
による役員選挙があるそうです。そういう熱意の
ある方が出てきたということは、時代が求めたお
互いに主義主張を尊重する民主主義の原点がここ
に埼玉県獣医師会に誕生したのかなと、希望を持
つわけであります。しかし民主主義は選挙が原点
とは申せ、やはり我々高等教育を受けた人間はお
互いにその前に主義主張を言って話し合うことの
方がもっともっと私は大事な問題ではなかろうか
と思います。選挙というものは国会議員、知事、
市町村色々あります。我々やはり獣医師会、公益
社団法人としては、お互いに意見を出して、お互
いに譲るべきものは譲って仲良く、国のため地域
のために国家資格をいただいた我々だけにしかで
きない社会貢献をするというその義務をしっかり

と皆さんにが進めることが大事なことではないか
と思っております。本日はそういうことで第１号
から第６号まで審議がございます。私も前例のな
いコロナという考えもつかない世の中で３年半会
長として務めさせていただきました。その間、多
くの会員の方々、そして二人の副会長を中心とす
る理事や監事の皆さん方、そして、なにはさてお
いても事務局の皆さん方がしっかりと私を支えて
いただきました。一人では何事もできません。い
かなることがあっても人間は朝起きてから夜眠る
まで、自分一人でできることは何ひとつありませ
ん。箸を持ってご飯を食べますが、その箸さえ自
分で作った箸ではありません。世の中は互助、共
助、自助、世の中は助け合いなのです。今日まで
24年間やってきた至らぬ会長に大変ご不満の方も
いらっしゃると思いますが、私は皆さんに支えら
れて、日本獣医師会所属する全国55の地方獣医師
会においてもベスト３に入るような素晴らしい獣
医師会に成長したと思っています。日本獣医会に
おきましても藏内会長のもとで足掛け10年全国会
長会議の常設議長として、執行部の一員として全
国の会長の主張や要望を年２回から３回、種々の
ご意見を議長として受けながら日本獣医師会の舵
取りをさせていただきました。この間、埼玉県に
も豚熱が発生しました。豚熱は全国で18年間予防
注射なして清浄化を目指していましたが、埼玉の
発生の２年前に岐阜県で発生したときに岐阜県獣
医師会の石黒会長が「行政から獣医師会の皆さん
方が飼育者に衛生管理をしっかりやるようにご指
導いただきたいと声高々に言われたがもう衛生管
理を口でお願いしただけでは限界です。ぜひ日本
獣医師会でワクチンをできるように要望していた
だきたい。」という要望がありました。私も埼玉
で発生しないようにと思っていましたが、埼玉で
も発生してしまいました。９月２日に大野知事が
初登庁したばかりの10日後でした。24時間以内に
殺処分しなければならない。72時間以内に焼埋却
しなければならないということで、就任したばか
りでありましたが、見事に防疫措置をして、その
後は県内全ての豚にワクチン接種をしてその後の
発生を防止しました。多くの皆様方に協力してい
ただき、特に農林部の家畜保健衛生所を中止とす
る県職員の方々の熱心な努力によって埋却できた
ということで、本日、後ほど大野知事がお見えに
なったら、改めて、心を込めて感謝の気持ちを、
そしてお礼を言わせていただきたいと思っており
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ます。最後になりますけれども私は獣医師会でい
つも３人の立派な監事からご助言をいただいてお
りました。これからの新しい役員さんに、今直面
している問題はこういう問題ですよということを
申し述べて終了したいと思います。
　まず会員の減少です。昭和23年には81人でした
が、平成19年には930人、間もなく1000人になろ
うということでそれをピークとして現在750名と
大きく減少してきます。しかし、獣医師は毎年国
家試験によって千人前後の合格者があり、埼玉県
におきましても公務員や動物病院、各種団体など
の勤務者そして開業者で入会する方が少なくなっ
ている。これはなにが原因か、時代の流れととも
に新しく獣医師になった方には今の獣医師会には
魅力がないからではないかという風に自己反省を
しておりますけれども、この問題につきましては
時間をかけて検討していかなければなりません。
　以前から獣医師会は公正取引委員会でいろいろ
問題になりました。本日は平成13年、14年に日本
弁護士会の会長で埼玉県獣医師会の顧問弁護士で
ある土屋弁護士事務所の髙橋弁護士にもお越しい
ただいておりますが、校正取引委員会におきまし
ては何ひとつ問題なく解決していただきました。
また、戦後、産業動物の先生方は業務が忙しいな
かでありましたが、昭和39年のオリンピックを契
機に産業動物全盛から小動物へと移行してまいり
ました。その頃の会長は五十嵐先生でありました
が、国税局のマルサが獣医師会に入りました。私
は総務委員長を務めていました。修正申告などの
問題につきましても、顧問税理士の指導のおかげ
で事なきを得たこともありました。これに加えて
会員の先生方の個人的な問題につきましても顧問
弁護士、顧問税理士に対応して解決していただい
ているところです。また、今では小動物診療のう
えで飼い主との信頼関係は紙ひとえです。私は日
本獣医師会の理事として12年間活動したなかで、
賠償保険制度の確立に尽力しました。通常の賠償
保険に加え、電話でさんざん嫌なことを言われ、
ネットで誹謗中傷され、診察室に押しかけられて
病院経営に支障をきたすような状況を改善できる
制度を確率しました。これは日本獣医師会の会員
の病院でないと入れない保険です。
　時間もありませんので、今後の課題について駆
け足であげておきます。狂犬病注射頭数の減少・
集合注射参加獣医師の減少、開業会員の高額な入
会金の検討、会員の高齢化による会費免除制度の

検討、事務局職員の待遇改善、役員・委員のなり
て不足、子育て後の女性獣医師の再就職問題など
です。私は会員のために獣医師会会長を24年間務
めてまいりました。このような課題はまだまだた
くさんありますけれども、このような課題を皆さ
んと共有しながら、新しい時代に対応しうる獣医
師会として、人と動物が共生できる地球の存亡を
賭けた一翼を担うということを忘れずに頑張って
いただきたいと思っています。
　どうか、本日はこれからの審議につきまして、
限られた時間でありますが、執行部が一生懸命
やった結果を皆様方にご批判いただくわけでござ
います。どうかよろしくお願いいたします。長い
こと本当にありがとうございました。

⑸　議長選出
　議事に先立ち、総合司会の大橋邦啓委員長から、
本日午後２時30分現在の出席会員数は、本人出席
166名、委任状提出者447名、合計651名で、定足
数を満たしていることから、定款第17条の規定に
より本総会は成立している旨が報告された。
　続いて議長等の選出方法を諮った。出席者から
の「司会者一任」の声により、司会者が議長に林
　繁雄先生（農林支部）、副議長に直井昌之先生（さ
いたま市支部）を指名し、選任された。
　また、総会運営委員として、総会運営規定第２
条により各支部から推薦されている次の委員が紹
介された。
　　さいたま市支部　臼杵　　新先生
　　南支部　　　　　窪田　朋宏先生
　　西支部　　　　　上原　大地先生
　　北支部　　　　　清水　　章先生
　　東支部　　　　　藤井　将伸先生
　　衛生支部　　　　佐近　早苗先生
　　農林支部　　　　清水　博之先生
　　団体支部　　　　井出　誠彌先生

　議長及び副議長が登壇し、就任の挨拶と議事進
行に対する協力を求め着席した。

⑹　議事録署名人の選出および書記の指名
　議長は議事録署名人に加藤知子先生（衛生支
部）、伊藤麗子先生（農林支部）、また、書記に内
田裕人先生（衛生支部）、秋山毅一郎先生（衛生支
部）を指名した。
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⑺　議事
　報告事項　令和５年度事業計画および収支予算
に関する件
　本件について議長の求めに応じ、事務局　鴻巣
泰専務理事が令和５年度事業計画および収支予算
の概要を報告した。
　議長は、事業計画および収支予算は理事会の決
議事項であり、総会に報告することとされている
旨を説明した上で、確認したい事項について発言
を求めたところ、発言はなく、以上をもって本件
報告は了承された。

決議事項
第１号議案　令和４年度事業報告の承認に関する件
　議長は第１号議案を上程し、求めに応じて事務
局　鴻巣泰専務理事が第１号議案の令和４年度事
業内容を報告した。
　議長が質疑を求めたところ質問・意見はなく、
第１号議案令和４年度事業報告の承認について議
場に諮ったところ拍手多数をもって本議案は承認
された。

第２号議案　令和４年度決算の承認に関する件
　議長は第２号議案を上程し、求めに応じて事務
局　鴻巣泰専務理事が第２号議案の令和４年度決
算について「貸借対照表」、「正味財産増減計算書」

「同内訳表」、「財務諸表に対する注記」、「附属明細
書」、および「財産目録」により説明した。
　次に、議長は監事に監査報告を求め、監事を代
表して八木賢裕監事（東支部）から令和４年度事業
報告並びに計算書類およびその附属明細書、財産
目録について令和５年５月９日に監査したところ

適正であった旨が報告された。
　議長が質疑を求めたところ質問・意見はなく、
第２号議案令和４年度決算の承認について議場に
諮ったところ拍手多数をもって本議案は承認され
た。

第３号議案　令和５年度会費（負担金）および入会
金（案）に関する件
　議長は第３号議案を上程し、求めに応じて事務
局　鴻巣泰専務理事が会費および入会金は、とも
に令和４年度と同額としたい旨を説明した。
　議長が質疑を求めたところ質問・意見はなく、
第３号議案令和５年度会費（負担金）および入会金
の承認について議場に諮ったところ、拍手多数を
もって本議案は原案のとおり可決決定された旨を
宣し（案）の削除を求めた。

第４号議案　令和５年度一時借入金の最高限度額
および借入・預入先金融機関の決定に関する件
　議長は第４号議案を上程し、求めに応じて事務
局　鴻巣泰専務理事がそれぞれ令和４年度と同額
としたい旨を説明した。
　議長が質疑を求めたところ質問・意見はなく、
第４号議案令和５年度一時借入金の最高限度額お
よび借入・預入先金融機関の決定について議場に
諮ったところ、拍手多数をもって本議案は原案の
とおり可決決定された。

第５号議案　令和５年度役員報酬に関する件
　議長は第５号議案を上程し、求めに応じて事務
局　鴻巣泰専務理事が理事および監事の報酬の総
額を620万円以内としたい旨を説明した。
　議長が質疑を求めたところ質問・意見はなく、
令和５年度役員報酬の決定について議場に諮った

円滑な議事運営に御協力頂いた
左から　議長の林繁雄先生

副議長の直井昌之先生

八木賢裕監事による監査報告
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ところ、拍手多数をもって本議案は原案のとおり
可決決定された。
　ここで議長は、第６号議案が自身がかかわる案
件であることから、議長の任を解いて降壇し、以
降の議案は副議長が進行した。

第６号議案　役員の選任に関する件
　議長は第６号議案を上程し、求めに応じ事務局 
鴻巣泰専務理事が現在の理事および監事は本日の
総会終了をもって任期満了となるので、次期役員
について選任をお願いする旨を説明した。
　議長は、各時期役員候補者それぞれについて賛
否を諮ったところ、各役員候補者に対する異議は
なく、次のとおり選任した。また、選任された役
員全員は、即時、理事および監事の就任を承諾し
た。

（選任された役員名簿）

役員名 氏名 所属 備考
理事 髙橋　一成 さいたま市支部 重任
理事 大澤　　健 さいたま市支部 就任
理事 宗像俊太郎 南支部 重任
理事 藤井　忠之 南支部 就任
理事 小暮　一雄 西支部 重任
理事 堅木　道夫 西支部 重任
理事 大橋　邦啓 北支部 重任
理事 山口　達也 北支部 就任
理事 中村　　滋 東支部 重任
理事 青山　利雄 東支部 重任
理事 前野　直弘 衛生支部 重任
理事 田中　美貴 農林支部 重任
理事 林　　繁雄 農林支部 重任
理事 鴻巣　　泰 農林支部 重任
理事 瀬川　　潤 団体支部 就任
監事 長澤　泰保 南支部 就任
監事 三森　信行 西支部 就任
監事 八木　賢裕 東支部 重任

　続いて、付帯決議について、議長の求めに応じ、
事務局　鴻巣泰専務理事が説明した。議長が付帯
決議を付すことについて諮ったところ異議はな
く、拍手多数により承認された。

　ここで副議長は、全議案の審議の終了を宣し、

円滑な議事運営に関して謝辞を述べ降壇した。
　司会者は定款第12条に基づく総会の終了を宣言
し、新役員は別室に移動して臨時理事会を開催し
た。

新たな執行体制
　臨時理事会終了後、新たな代表理事（会長）に選
定された中村　滋新会長が挨拶をし、その後、副
会長、専務理事並びに部会長、委員長が次のとお
り選定された旨、報告があり、それぞれが紹介さ
れた。

中村滋新会長あいさつ
　新会長という大変重い荷を背負わせていただき
ました中村でございます。別室で開催した理事会
の結果、新会長となりましたが、髙橋三男前会
長が24年間という大変長い間、我々獣医師がオ
ギャーと産まれて国家資格を取るまでの間、会長
をお勤めいただいたわけでございますが、私とし
ましては大変身が引き締まる思いで現在も身体が
ガタガタと震えています。
　私は市内のほとんどが田圃で昔は農耕馬の飼育
が盛んであった加須市で江戸時代から５代獣医を
営んでいた家に生まれ育ちました。以前は馬の診
療が中心でしたが、農耕馬が耕運機にとって代わ
り父親は豚の診療をしていました。豚の診療は家
に戻ってから父親に教えてもらえば何とかなるだ
ろうということで、免許取得後は世田谷の病院で
小動物診療の勉強を泊まり込みで半年間、無償で
しました。家に戻ってからは埼玉県獣医師会に入
ることになりますが、当時は親子で入会すること
はハードルが高く、大先輩の方々には大変お世話
になり、何とか入会させていただきましたが、狂
犬病の集合注射は当時は春、秋の２回ありましが
た２年間は無償でお手伝いさせていただき、昭和
50年に無事会員になれました。その後は東支部で
様々な役員をさせていただき、副会長を15年間仰
せつかっておりました。会長としてどこまで頑張
れるか分かりませんが、昨今の獣医師に関する動
きは非常に素早くてマスコミには小動物やペット
の報道が毎日のように流れております。しかし、
企業の病院が個人の病院を買うようになって大変
厳しい時代がすでに来ています。また県職の皆様
にはこの数年間、保健医療部ではコロナ、農林部
では豚熱や鳥インフルエンザ、環境部ではアライ
グマの被害など大変な思いをされています。私は
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今までの流れにとらわれず、私のやり方で会員の
皆さん、また役員の皆様方とともに協力しあって
埼玉県獣医師会が会員を増やし、少しでもいい方
向に、明るい方向に向かえるよう頑張ってまいり
ます。最後に私の組織としてのモットーを一言、
月並みですが伝えさせていただきます。この会は
会員の皆様方の、会員の皆様方による、皆様のた
めの埼玉県獣医師会でなければならないと言うふ
うに考えておりますので、どうぞこれからしばら
くの間頑張りますので皆様方のご協力、深いご支
援をよろしくお願い申し上げます。ありがとうご
ざいました。

⑴　代表理事（会長）、副会長、専務理事
　　代表理事（会長）　中村　　滋
　　副会長　　　　　大橋　邦啓
　　副会長　　　　　宗像俊太郎
　　専務理事　　　　鴻巣　　泰

⑵　部会長、委員長
　　開業部会長　　　　　　大橋　邦啓　副会長
　　勤務部会長　　　　　　田中　美貴　理事
　　開業部会第1運営委員会委員長
　　　　　　　　　　　　　大橋　邦啓　副会長
　　開業部会第２運営委員会委員長
　　　　　　　　　　　　　小暮　一雄　副会長
　　勤務部会運営委員会委員長
　　　　　　　　　　　　　田中　美貴　理事
　　総務委員会委員長　　　髙橋　一成　理事
　　獣医事調査委員会委員長　大澤　　健　理事
　　学術委員会委員長　　　宗像俊太郎　副会長
　　狂犬病予防委員会委員長　青山　利雄　理事
　　厚生委員会委員長　　　堅木　道夫　理事
　　情報検討委員会委員長　藤井　忠之　理事

⑻　祝寿表彰および記念品贈呈・功労会員証の贈呈
　山本祥子委員（南支部）から米寿４名、喜寿３名、
古希17名、功労会員17名が紹介され全ての受賞者
を代表して三森信行先生（西支部）に中村会長から
祝寿表彰状及功労会員証、記念品が贈呈された。
　また、全ての受賞者が起立する中で、代表して
三森信行先生（西支部）が謝辞を述べられた。

（祝寿表彰者）
　米寿　　　南支部　　　　　石黒　富雄先生
　　　　　　西支部　　　　　時田　敏夫先生

　　　　　　団体支部　　　　稲畑　　明先生
　　　　　　　　　　　　　　大山　通夫先生
　喜寿　　　南支部　　　　　長澤　泰保先生
　　　　　　衛生支部　　　　水沢　　馨先生
　　　　　　団体支部　　　　岡部　隆一先生
　古希　　　南支部　　　　　中村　誠一先生
　　　　　　西支部　　　　　三森　信行先生
　　　　　　　　　　　　　　 （代表受賞者）
　　　　　　東支部　　　　　横山　　学先生
　　　　　　　　　　　　　　竹田　　誠先生
　　　　　　衛生支部　　　　武井　宏一先生
　　　　　　　　　　　　　　服部　静司先生
　　　　　　　　　　　　　　長谷川　隆先生
　　　　　　　　　　　　　　広瀬　正和先生
　　　　　　　　　　　　　　斉藤　利和先生
　　　　　　　　　　　　　　橋本　勝弘先生
　　　　　　農林支部　　　　鈴木　　智先生
　　　　　　　　　　　　　　鴻巣　　泰先生
　　　　　　　　　　　　　　廣田あづさ先生
　　　　　　　　　　　　　　金子　保之先生
　　　　　　　　　　　　　　北野　俊明先生
　　　　　　　　　　　　　　梅沢　正親先生
　　　　　　団体支部　　　　瀬子　明代先生

（功労会員）　南支部　　　　　中村　誠一先生
　　　　　　西支部　　　　　三森　信行先生
　　　　　　東支部　　　　　横山　　学先生
　　　　　　　　　　　　　　竹田　　誠先生
　　　　　　衛生支部　　　　後藤　　敦先生
　　　　　　　　　　　　　　武井　宏一先生
　　　　　　　　　　　　　　服部　静司先生
　　　　　　　　　　　　　　長谷川　隆先生
　　　　　　　　　　　　　　斉藤　利和先生
　　　　　　　　　　　　　　橋本　勝弘先生
　　　　　　農林支部　　　　鈴木　　智先生
　　　　　　　　　　　　　　鴻巣　　泰先生
　　　　　　　　　　　　　　廣田あづさ先生
　　　　　　　　　　　　　　金子　保之先生
　　　　　　　　　　　　　　北野　俊明先生
　　　　　　　　　　　　　　梅沢　正親先生
　　　　　　団体支部　　　　瀬子　明代先生
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⑼　退任役員への感謝状贈呈
　続いて、本日をもって退任した髙橋三男会長（さ
いたま市支部）、山中利之監事（さいたま市支部）、
田中裕監事（南支部）が紹介され、中村会長から感
謝状及び花束が贈呈された。

⑽　第77回愛鳥週間野生生物保護功労者表彰
　表彰者の紹介
　続いて礒部哲治委員（北支部）から、本年の愛鳥
週間野生生物保護功労者表彰について、「日本鳥
類保護連盟会長賞」が北支部の大橋邦啓先生に対
して贈られ、埼玉県環境部みどり自然課長　星　
友治様から褒状が伝達された。

⑾　来賓祝辞
　大橋邦啓委員長の進行により、次の方々から御
祝辞を頂いた。
　埼玉県知事　　　　　　　　　　大野　元裕様
　（代理　農林部長　横塚　正一様）
　埼玉県議会環境農林委員長　　　高橋　稔裕様
　埼玉県議会福祉保健医療委員長　渡辺　　大様
　さいたま市副市長　　　　　　　髙橋　　篤様
　埼玉新聞社代表取締役社長　　　関根　正昌様

⑿　来賓紹介
　大橋邦啓委員長が御来賓及び賛助会員を紹介し
た。
　来賓
　埼玉県農林部長　　　　　　　　横塚　正一様
　埼玉県議会環境農林委員長　　　高橋　稔裕様
　埼玉県議会福祉保健医療委員長　渡辺　　大様
　さいたま市副市長　　　　　　　髙橋　　篤様
　日本獣医師会副会長兼専務理事　境　　政人様
　埼玉県農業共済組合副組合長理事
　　　　　　　　　　　　　　　　福田　和明様
　埼玉県畜産会会長代理　専務理事
　　　　　　　　　　　　　　　　丸山　盛司様
　さいたま商工会議所理事兼事務局長
　　　　　　　　　　　　　　　　黒金　英明様
　学校法人シモゾノ学園理事長　　下薗　惠子様
　埼玉県農林部農業政策課長　　　中村　真也様
　埼玉県農林部畜産安全課長　　　渡辺　志保様
　埼玉県保健医療部参事兼生活衛生課長
　　　　　　　　　　　　　　　　橋谷田　元様
　埼玉県環境部みどり自然課長　　星　　友治様
　埼玉りそな銀行岩槻支店支店長　福岡　大介様

中村滋会長（左）から受賞者代表の三森信行先生（右）
に表彰状と記念品が贈呈された。

中村滋新会長（左）から退任された髙橋三男会長（右）
に感謝状が贈呈された。

星友治みどり自然課長（左）から褒状を伝達される
大橋邦啓先生（北支部）
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　武蔵野銀行地域サポート部長　　関谷　宏之様
　㈱埼玉新聞社代表取締役社長　　関根　正昌様
　㈱テレビ埼玉クリエイティブ常務取締役
　　　　　　　　　　　　　　　　松本　嘉雄様
　㈱ヘリテイジリゾート代表取締役社長
　　　　　　　　　　　　　　　　杉田　憲康様
　顧問弁護士　土屋総合法律事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　高橋　謙治様
　日本獣医師会事務局長　　　　　駒田　逸哉様
　埼玉県中央家畜保健衛生所所長　田中　美貴様
　埼玉県川越家畜保健衛生所所長　佐竹　吉人様
　埼玉県熊谷家畜保健衛生所所長　窪田　美佳様
　埼玉県秩父高原牧場場長　　　　加藤　幸彦様
　埼玉県動物指導センター所長　　前野　直弘様
　さいたま市動物愛護ふれあいセンター所長
　　　　　　　　　　　　　　　　小林　昌彦様
　賛助会員
　アクティ㈱さいたま営業所長　　山﨑　克明様
　アクティ㈱さいたま第二営業所長
　　　　　　　　　　　　　　　　清水　政宏様

　㈱アスコ東日本支店長　　　　　小楠　文昭様
　㈱アスコ大宮営業所長　　　　　廣田　雅也様
　森久保CAメディカル㈱第一営業部長
　　　　　　　　　　　　　　　　望月　辰起様
　森久保CAメディカル㈱埼玉営業所長
　　　　　　　　　　　　　　　　白井　孝輔様
　日本全薬工業㈱埼玉営業所長
　　　　　　　　　　　　　　　　水戸　幸一様
　日本全薬工業㈱埼玉営業所チーフ
　　　　　　　　　　　　　　　　山口　真吾様
　㈱武蔵野ペット霊園会長
　　　　　　　　　　　　　　　　山川　勝弘様
　㈱アサヒコミュニケーションズ顧問
　　　　　　　　　　　　　　　　新井　正敏様

⒁　閉会の言葉
　宗像俊太郎副会長が総会運営に対するお礼を述
べ、午後４時00分、閉会を宣言した。

広告
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（公社）埼玉県獣医師会　総会懇親会
　懇親会は、第75回定時総会に引き続き、午後５時から大野元裕埼玉県知事をはじめ多
くの御来賓をお迎えして盛大に開催され、大橋邦啓副会長と林繁雄理事の司会により進
行されました。

⑴　会長挨拶
　みなさんこんにちは。先程の第75回埼玉県獣医師会総会に置きまして第６代目の会長とになりました。
中村滋と申します。加須市で開業しております５代目の獣医師でございます。どうぞよろしくお願いします。
24年間という、オギャーと産まれた子供が６年制の獣医大学を卒業するまでの間になりますが、その間、埼
玉県獣医師会を引っ張ってこられました髙橋三男前会長のもとで私がこの役を引き継ぐというのは大変な気
持と想いとで、今でも足が震えております。とにかく素晴らしい会長の後を私が引き継ぐというのはプレッ
シャーまたプレッシャーでございますが、できる限り頑張って参りますのでどうぞよろしくお願い申し上げ
ます。
　さて、現実にどのような組織でも見られております組織率の低下、会員数の減少は埼玉県獣医師会におき
ましても同じでございます。そして獣医師の国家試験の合格率の低下、３年前までは千人近くの合格者がお
りましたが、一昨年は９百人、今年は、800人台の合格者しかいないという現実、そして来年からは加計学
園が160人卒業して参ります。何人国家試験を受けるかわかりませんけれども、その中で学生さんたちはこ
れから死闘を繰り広げるようになるのではないか。この業界も大変です。そして日本獣医師会が抱えるマイ
クロチップの大問題、小動物病院も経営が二極化していて、そこを買収しようとする企業がでてきています。

中村滋会長の開会挨拶
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小動物も安閑としていられる時代ではございません。また産業動物の分野では感染症の対策に大変苦慮して
おります。先程の総会の席でも多くの来賓の方たちが感染症につきましてお話をいただきました。まだ到着
されておりませんが、大野知事さんが知事になって初めての仕事は豚熱でした、その後、鳥インフルエンザ
と続いていたわけでありますが、これらにつきましては我々獣医師と密接な拘わりがあるため、私たちだけ
ではなく、こちらにお越しになっていらっしゃいます多くの政治家の皆様方、また関係者の皆様方には是非
我々と共に一緒に努力していただき、また応援していただかなければならないと考えております。
　そしてもう一つ、ワンヘルスという、医師と我々獣医師とのかかわりあい。日本では獣医師は農水省が管
轄していますが、アメリカやヨーロッパでは厚生労働省のような場所で医師と同じレベルでの管轄ですので
日本とは違うのではないかと考えていますが、現実に動物から人に感染してしまう。私も診療している間に
感染してしまい、自分でケアしなければ家族にもうつしてしまう可能性があると感じます。そう考えると獣
医師と医師はそれほど離れているものではない、人と動物は現実地球上に一緒に存在している哺乳動物とし
て一緒にやっていかなければいけないことではないのかと感じてます。30年前にオーエスキー病、仮性狂犬
病といいましたが、私は犬で３頭見たことがありますが、痒がって、痒がっていずれは死んでしまう。狂犬
病かなと思うと狂犬病ではなく死亡してしまいました。そういうことを考えると獣医師と医師の世界は非常
に近い存在であると感じています。本日、髙橋前会長の隣に埼玉県医師会の金井会長にお越しいただいてお
りますが、ほんとうにありがたい話しであり、すごい近い存在であることを感じながら我々は頑張っていか
なければならないと思っています。鳥インフルエンザが発生してから卵がワンパック300円ととてつもない
値段になり、安値の代名詞であったものがそんな時代になってしまいました。みんなで協力しあいながら頑
張っていかなければならないと感じています。そして私が40年以上通っていた養豚場から８月で豚がいなく
なります。50頭前後の親豚を飼っていた養豚場ですが、豚肉の値段は同じで餌が高くなるととても続けられ
ない。金になるどころではく、肉豚のお尻に千円札を何枚が張り付けて出荷するようであれば、今なら借金
がないのでやめたほうかよいとのことでした。ロシアがウクライナに侵攻した結果だろうと思いますが、我々
は獣医師として、地域の畜産のために、動物のために頑張ってきたのに非常に寂しい状態です。そういった
なかで是非皆様方と協力しあいながら、狂犬病やSFTSなどの人に感染する病気について、一つ一つ、獣医
師と医師、保健所、家畜保健所と連携をとりながら対応できるような会として、会員の皆様とともに育てて
いかなければならないと感じています。
　私のモットーは、埼玉県獣医師会は会員の皆様による会員の皆様のための埼玉県獣医師会でなければなら
ないと考えております。是非、会員の皆様と共にある埼玉県獣医師会であるように、髙橋前会長から引き継
いで更によい会にするよう努力して参りますので、皆様方のご協力をお願い申し上げます。本日は数多くの
来賓の皆様方にお越しいただきまして心より御礼申し上げます。本日はどうもありがとうございます。

⑵　新入会員歓迎セレモニー
　大野元裕知事の到着とともに、恒例の新入会員歓迎セレモニーが
行われました。新入会員18名のうち、出席した13名が、一人一人紹
介され、中村新会長から花束を手渡されて壇上に上がりました。新
入会員を代表して、埼玉県川越家畜保健衛生所に勤務する高橋友希
先生（農林支部）が「本日は髙橋前会長、中村新会長をはじめ、会
員の皆様が私共新入会員のために、このように盛大な歓迎のセレモ
ニーを開催してくださいましたことに、心より感謝を申し上げます。
　私共公務員の使命は、家畜衛生の推進、食の安全・安心の確保、
公衆衛生の向上、野生鳥獣保護、動物愛護など、益々多様化してい
ますが、大野知事のもとで、ワンチームとなり、日々、責務を果た
している先輩方に一日でも早く追いつくことができるよう、強い使
命感を持って努力して参ります。また、開業の先生方は家族の一員
であるペットの診療を通じ、人々の豊かな生活に寄与されています。
立場は違えども、この度の入会を機会に、新入会員同士、切磋琢磨

新入会員代表謝辞
高橋友希先生（農林支部）
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し、それぞれの分野の先輩方に、ご指導いただき、公益社団法人埼玉県獣医師会の一員として、誇りを持っ
て活動をして参ります。今後ともご指導、ご鞭撻をどうぞよろしくお願い申し上げます。本日は誠にありが
とうございました。」と謝辞を述べました。
　その後、入会を祝して中村新会長、髙橋名誉会長、大野元裕埼玉県知事、立石泰広埼玉県議会議長、江原
大輔さいたま市議会議長、松本吉郎日本医師会会長、金井忠男埼玉県医師会長とともに「記念撮影」と「く
す玉割り」を行いました。くす玉の２本の紐が引かれると、中からは「入会おめでとう」の文字が現れ、会
場から大きな拍手が送られました。

　ここで、髙橋三男名誉会長が新入会員と大野元裕知事に向けてメッセージを送りました。
　「みなさん入会おめでとうございます。期待のニューリーダーが揃いました。先輩の皆様方、折に触れ厳
しく、時には優しくご指導いただきたいと思います。私もこういう方々に入会していただくということは本
当に心強く思っています。24年間皆様方にお世話になりまして、ここで気持ちよく中村会長にバトンを渡す
ことができました。ほんとうにありがとうございます。先程、新入会員の代表として高橋さんが立派な挨拶
をしましたが、県の職員としてしっかりと知事を支えていただきたい。大野知事さんとは今から４年前、

入会を祝して行われたくす玉割り
　後列左から　中村滋会長、髙橋三男名誉会長・埼玉県獣医師連盟理事長、江原大輔さいたま市議会議長、
　　　　　　　立石泰広埼玉県議会議長、金井忠男埼玉県医師会会長、松本吉郎日本医師会会長、
　　　　　　　大野元裕埼玉県知事、中泉直樹先生（さいたま市支部）、三澤輔先生（東支部）、
　　　　　　　森本雅彬先生（団体支部）、梅山直樹先生（団体支部）、坂口大貴先生（団体支部）
　前列左から　皆本里実先生（北支部）、高橋友希先生（農林支部）、木下耕一先生（農林支部）、
　　　　　　　遠藤みちる先生（農林支部）、北山美優先生（農林支部）、飯酒盃真貴子先生（衛生支部）、
　　　　　　　西村倫花先生（団体支部）、大山直樹先生（団体支部）
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来年はこの紐を引いてもらうと約束しましたが、新型コロナのため叶いませんでした。すでに４年が経過し、
８月には選挙が行われます。２回目の大きなハードルを超えなければなりません。獣医師連盟の理事長とし
て、この素晴らしい知事さんを応援していきます。」

大野元裕知事にエールを送る髙橋三男名誉会長・埼玉県獣医師連盟理事長

⑶　来賓の祝辞
　御出席を頂いた御来賓から御祝辞を頂きました。

埼玉県知事　大野元裕様の御祝辞

　改めまして、只今、髙橋三男名誉会長から栄誉
なことにご紹介いただきました埼玉県知事の大野
元裕でございます。今日はまずもって４年振りの
開催となりました埼玉県獣医師会の総会並びに懇
親会のご開催まことにおめでとうございます。そ
して、新入会員の皆さんまことにおめでとうござ
います。そして今日は土屋品子衆議院議員をはじ

めとする国会議員の先生方、さらには立石泰広議
長をはじめとする各級県内議員の皆様のご参加を
得て本当にこのように素晴らしい会となりました
こと、重ねてお祝申し上げたいと思います。
　髙橋三男さん本当にお疲れ様でした。長い間県
がそして獣医師を志す卵からさらには大きな大き
な夢を持てるようになるまで本当にお疲れ様でし
た。改めて感謝申し上げたいと思います。本当に
ありがとうございました。また、中村滋新会長に
おかれましては、引き続き県政に対するご支援よ
ろしくお願い申し上げます。獣医師会の先生方に
おかれましては、狂犬病をはじめとする感染症、
安全・安心な畜産物の提供、さらには動物愛護に
至るまで、ほんとうに多岐にわたり大変お世話に
なっております。実は私も就任してすぐに豚熱が
おこりまして、その後、去年、今シーズン４回も
高病原性鳥インフルエンザが発生するなど、本当
に先生方にはお世話になりました。そして、しか
しながら未だにアフリカ豚熱などもまだまだ危機
にさらされている状況であります。引き続きのお
力添えをお願いしたいと思っています。
　そして、今、くす玉開扉させていただきました
が、実は先程髙橋会長がおっしゃったとおり、私
が４年前に清水園に来させていただいて、来年は
知事としてこのくす玉開扉をやらせていただきま

埼玉県知事　大野元裕様
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すと言ったお約束が果たせないまま４年が経ちま
した。そして４年振りにここに来させていただい
てくす玉の紐を持って髙橋会長がマイク持って、
ああそうだったとつくづくと思いだされました。
でも、今日はですね髙橋会長最後の恐らく会長と
してのマイクを握っての話しでございますので、
皆さんは温かく見守っていただけたんじゃないか
と思いますし、例年より半分くらいの時間でした
ですよね。今年は短かかったなと思っているとこ
ろではありますけれども、中村会長になるともう
少し平和になるんじゃないかというふうに期待を
しているところでございます。
　いずれにいたしましても、このコロナ禍で皆さん
となかなか会えないなかではありましたけれども、
このように素晴らしい皆さんがお集まりをいただ
いて、獣医師会は県民の生活の様々なところで関
係がある、そこでお世話になっている会でありま
す。是非、引き続き、髙橋会長におかれましては、
ほどほどに獣医師会を盛り立てていただきますと
ともに、中村会長新執行部のもと、獣医師会そし
てそれぞれの先生方の持続可能な発展、まさにポ
ストコロナの発展に向けてのご活躍を私からもご
祈念申し上げましてご挨拶とさせていただきま
す。本日はまことにおめでとうございます。そし
て髙橋会長ほんとうにありがとうございました。

埼玉県議会議長　立石泰広様の御祝辞

　皆さん今晩は、只今ご紹介いただきました、埼
玉県議会議長立石泰広でございます。
　本日は埼玉県獣医師会の総会が無事に終了し、
こうして盛大に懇親会が開催されますことを心か
らお喜び申し上げます。まずは髙橋前会長、長い

間この会を牽引され、ほんとうにお疲れ様でござ
いました。また、中村滋新会長におかれましては、
髙橋会長の意思を継いでこの獣医師会を素晴らし
い会に発展していくようにご尽力賜りますようお
願いを申し上げる次第でございます。
　これまで獣医師会の先生方におかれましては、
さまざまな家畜や動物に関するいろいろな事案に
対処していただきました。埼玉県でも豚熱や様々
な事件がありましたけれども、先生方のご協力を
いただき、お陰様で無事に済んでいる状態であり
ます。動物はペットとして人間に親しまれてはお
りますけれども時には重要な病原体を持ち、人に
大きな影響を与えるものでもあります。そういっ
た意味で先生方の役割は非常に大きくて、私たち
が安全に生活をするなかで先生方の力がなくては
ならないということになっているわけでありま
す。これからも埼玉県議会といたしましても、議
案審議を通じて先生方の応援ができればありがた
いと思っているところであります。
　新たにこの４月の選挙で93名の議員が選ばれた
ところであります。議会のなかには動物を愛する
議員連盟もあり、皆様との協力関係をこれからも
しっかりと築いていきながら、しっかりと県政で
施策を進めてまいりたいと思っているところであ
ります。どうぞ県議会にも皆様方のご協力をよろ
しくお願い申し上げる次第でございます。結びに
獣医師会の発展とご参会の皆様方のご健勝、ご多
幸をご祈念申し上げまして、お祝のご挨拶とさせ
ていただきます。本日はおめでとうございます。

日本獣医師会会長　藏内勇夫様の御祝辞
（ビデオメッセージ）

埼玉県議会議長　立石泰広様

日本獣医師会会長　藏内勇夫様
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　日本獣医師会の会長を務めております藏内勇夫
でございます。本日の埼玉県獣医師会の総会には
髙橋会長に出席をするとお約束を致しておりまし
たが、急務が生じましてビデオメッセージでの挨
拶になりました。大変申し訳なく思っております。
本日、公益社団法人埼玉県獣医師会第75回定時総
会が多数の会員獣医師の皆様のご出席のもと、開
催されることに対し、心からお祝い申し上げ、日
本獣医師会を代表してご挨拶を申し上げます。長
年の獣医会のご貢献により、本日晴れて表彰の栄
に浴された皆様、誠におめでとうございます。こ
の機会を節目として今後も獣医師、獣医師会のた
めにご指導、ご尽力を賜りますよう何卒よろしく
お願いをいたします。
　さて、我々は国内で新型コロナウイルス感染者
が確認されて以降３年が経過するなかで、８回の
感染拡大の波を経験しました。政府は５月８日を
もって本病を感染症法において季節性インフルエ
ンザなどと同じ５類に移行し、すでにマスク着用
は個人の判断に委ねられております。しかしなが
らご出席の皆様におかれましては、引き続き獣医
師という専門職の立場から感染リスクを常に考慮
し、状況に応じた感染症対策の実施とワンヘルス
の実践につきまして、ご指導いただけますようお
願いを申し上げます。昨年11月に私はアジア獣医
師会連合、FAVAの会長に就任し、福岡県にお
いてアジアにおけるワンヘルスアプローチをテー
マに第21回アジア獣医会連合大会を19か国から約
2,500名の参加を経て対面開催いたしました。本
大会の成果として採択されたアジアワンヘルス
福岡宣言2022を世界に向けて発信するとともに、
福岡市内に設置されるFAVAワンヘルス福岡オ
フィスを新たな拠点として、ワンヘルス実践活動
を日本からアジアへ、そして世界に向けて推進し
ていくことにいたしております。一方、３月13日
には自由民主党ワンヘルス推進議員連盟設立総会
を開催していただきました。総会では出席の議員
の先生方からワンヘルスの推進に賛同いただく前
向きなご意見を多数いただき、今後における議員
連盟の力強い指導に大いなる期待を抱いていると
ころであります。このような状況のなかで、日本
獣医師会は地方会のご理解とご協力を得ながら、
諸課題の解決に向けて活動しているところです。
現在の最重要課題である販売用犬猫へのマイクロ
チップの装着と登録に係わる対応につきまして
は、昨年７月環境省、厚生労働省と９回にわたる

円卓会議を開催し、解決に向け協議をして参りま
した。しかしながら、飼主はもとより地方獣医師
会会員構成獣医師の皆様にとっても有用かつ利便
性の高い制度とするためには現行の環境大臣の登
録からアイポなど民間の指定登録機関の登録に変
更する抜本的な改善が必要であり、動物愛護管理
法の早期改正に向け関係議員連盟の国会議員に要
請を行なっているところです。また、愛玩動物看
護師につきましては、３月17日に第１回国家試験
の合格発表がなされましたが、20,798人の受験者
で、88.9％という高い合格率となりました。その
一方で３月14日に合格発表がなされた獣医師国家
試験は受験者1,254人に対し、合格者は877人で合
格率は69.9％という過去５年と比較して最も低く
残念な結果となりました。いずれにしても、今後
は獣医師と愛玩動物看護師が適切な役割分担と連
携のもとで人と動物の共生社会の構築と国民生活
の向上に貢献できるよう、チーム獣医療の推進に
取り組みたいと思います。
　ところで、髙橋会長は本総会をもって、埼玉県
獣医師会の会長をご勇退されると伺っておりま
す。会長は平成11年から24年もの間、埼玉県獣医
師会の会長として力強い統率力をもって会員の皆
様を牽引され、獣医師会業務の発展に貢献される
とともに、日本獣医師会においても小動物部会副
委員長、組織財政委員会副委員長、関東地区理事
を歴任され、そして、現在、全国獣医師会会長会
議常設議長に就任いただくなど、本会の重要な事
業活動に多大なるご尽力、ご指導をいただいてお
り、改めて心よりお礼を申し上げる次第です。加
えて、さいたま商工会議所副会頭の要職も歴任さ
れ、国税庁長官から表彰をされるという異例な経
歴の持ち主であり、敬意を表する次第であります。
　その一方、髙橋会長は、常に周りの人を思いや
る、きめ細かなお心遣いをされるお人柄で、地元
埼玉県獣医師会会員からの厚い信頼、絆を得られ
ており、私は勇猛なリーダーシップに加え、この
ような温かい心の持ち主であるからこそ、全国の
名だたる獣医師会長をまとめ上げることができる
と確信し、髙橋会長に全国獣医師会会長会議常設
議長にご就任をお願いし、見事にその大役を果た
していたいております。この場をお借りし、髙橋
会長には心から感謝を申し上げます。ありがとう
ございます。
　また、髙橋会長は埼玉県獣医師会会長とともに、
埼玉県獣医師連盟の理事長につきましても長きに
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わたりお務めいただいておりましたが、こちらは
続けていただけるという予定であり、今回、関東
地区の各獣医師連盟を代表して日本獣医師連盟の
役員に推薦されたと伺っております。大変心強く
思うとともに、引き続きその実力を発揮していた
だくように心から期待を申し上げる次第でありま
す。本日の総会は貴会の今後の活動に向け、重要
な議案が審議されると伺っています。本総会が意
義あるものとなり、今後の貴会の一層活発な活動
につながる一方、貴会及び会員獣医師の皆様方が
益々ご発展されることを祈念する次第です。さら
に、本日、埼玉県獣医師会会長としての最後の任
にあたられる髙橋会長に対し、これまでご尽力い
ただきましたお礼とあわせ、心身ともに益々ご壮
健で、今後とも我が国獣医師界の発展のため、ご
指導、ご鞭撻を賜ることができますようにお願い
を申し上げ、私の感謝とお礼の挨拶に代えさせて
いただきます。ありがとうございました。

日本医師会会長　松本吉郎様の御祝辞

　ご紹介いただきました日本医師会会長の松本吉
郎でございます。
　今日は埼玉県獣医師会総会そして懇親会にお招
きいただきましてまことにありがとうございまし
た。私の地元は埼玉県そしてさいたま市でござい
ますので、本当に地元のためにということで、大
野知事さんも一緒になって支援しておりますし、
今日は私の存じ上げている方もたくさん出席され
ておられます。多くの議員さんのなかでも土屋
先生にはほんとうにいつもお世話になっており
ます。
　獣医師会と日本医師会は非常に密接な関係がご

ざいまして、2011年には世界獣医師会と世界医師
会との間で動物由来の感染症、食の安全に関しま
して覚書が締結されておりますし、その次の年に
はやはり、日本医師会と日本獣医師会のなかで学
術的な協力をするということで、これも協定書が
結ばれました。また、最近でも、人獣共通感染症
に対する取り組みや、AMRに対する取り組みを
しっかりやっていこうということで、福岡宣言が
なされて、また去年はアジア獣医師会連合会が開
かれており、そこでも新たな福岡宣言がなされて
おります。
　ご存じのとおり人類は感染症との闘いでありま
す。これまでにもポストコレラ、インフルエンザ
のもととなるような、強い風邪症状を持ったウイ
ルスが非常に多く出て、スペイン風邪とかもそう
ですけれども、本当に百年毎くらいにはそういっ
た大きな波が押し寄せて、今度のコロナも同じよ
うな形で、非常に牙を剥いて私共に襲い掛かって
きました。色々な医療関係者の連携によってなん
とか少しづつ対応ができているところですけれど
も、まだまだ予断を許さない、沖縄などではま
た少し増え始めたという情報もありますが、た
だ、まだ、それほどどこの都道府県もベッドが満
床になって逼迫しているふうにはなっていません
が、まだまだ予断はできないかなと思います。Ⅰ
類、Ⅱ類感染症の相当数がエボラ出血熱にして
も、MARS,SARSにしても、人獣共通感染所が
非常に多く入っております。今後も私共恐らくこ
ういった感染症との闘いは恐らくずっと続いてい
くだろうと思います。ぜひ、医師会、それから獣
医師会の皆様、今後とも共通の敵に向かってしっ
かりと協力して取り組んでいかなければならない
と思っています。
　髙橋前会長、これまでも本当にお世話になって
いますし、また今後は中村会長、ぜひ、私共医師
会でもしっかりと協力をしてやっていきたいと思
います。本日はお招きに預かりましてありがとう
ございます。本当におめでとうございます。

日本医師会会長　松本吉郎様
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埼玉県獣医師連盟顧問　参議院議員
古川俊治様の御祝辞

　獣医師会の皆様こんにちは。いつも大変お世話
になっています、自民党参議院議員の古川俊治で
ございます。ようやくCovid-19も一段落をしたと
いうことでありまして、こうして皆様と対面でお
会いできることが本当に嬉しく思っております。
今、国のほうでは財政、経済の運営と改革の基本
方針という国の行政の根本となる方針をたててお
りますけれども、子育ても応援しなければいけな
い、防衛もしっかりしなければいけない、高齢化
も続いているということで、大変な議論になって
おります。そのなかで人と動物の共通感染症とい
うのは、Covid-19を大きな契機としまして、注
目をされることになりました。今後こうした感染
症をしっかり監視をしていくこと、そして今動物
の間でたくさんコロナウイルスがまん延しており
ます。それがまた人に感染したときに早く対応で
きるような体制を取るべく感染症の法律も改正し
ましたし、今後しっかりと研究開発も進めていか
なければならないと認識しています。獣医師の先
生方、医療界とともにしっかり勉強していくこと
が国民の健康そしてパンデミックのなるべく最小
限の被害に収まるわけでありますので、先生方と
ともに埼玉県でもこの体制を作り上げていきたい
と思っています。引き続きのご指導、ご支援よろ
しくお願い申し上げます。

⑶　乾杯
　乾杯の御発声は、埼玉県医師会の金井忠男会長
にお願いいたしました。以下のご挨拶を戴き、大
きく乾杯いたしました。

　今晩は、埼玉県医師会長の金井でございます。
髙橋会長、長くお勤めになられてということでご
ざいますが、時々でございますけれども、藏内会
長とお会いをする機会がございます。必ず藏内会
長は髙橋会長のお話しをされます。先程藏内会長
のビデオのなかでもそれを十分感じ取ったという
感じがいたします。そして人獣共通の感染症につ
いての話し、松本会長からもありました。大野知
事からもありましたけれども、これについては髙
橋会長と一緒になって連携をしながら対応してい
きましょうとのお話しをさせていただいていると
ころです。中村会長、獣医師会と一緒にこれから
も進めていきたいと思っている次第です。本日第
75回の埼公益社団法人埼玉県獣医師会の総会が滞
りなく終了したことを心からお祝いを申し上げ、
また、今日、びっくりしたんですけれども、松本
会長がおられますけれども、医師会もこれくら
い元気があるといいんですけれども、医師会が
ちょっと元気がないくらい獣医師会は元気です。
ほんとうにこれは我々も見習って頑張っていきた
いというふうに思っています。これから益々獣医
師会に頑張っていただくとの意味合いを込めて乾
杯をさせていただきます。ご唱和の程、よろしく
お願いいたします。公益社団法人埼玉県獣医師会
の益々の発展、そして髙橋名誉会長のご健勝にて
のご活躍、中村会長のご活躍、そしてご参会の皆
様方のご健勝にてのご活躍を心から祈念を申し上
げ乾杯をさせていただきます。

左　自由民主党埼玉県支部連合会副会長
　　自由民主党獣医師問題議員連盟幹事長代理
　　埼玉県獣医師連盟顧問
　　慶應義塾大学法科大学院教授（医事法）
　　慶應義塾大学医学部教授（外科学）
　　参議員議員　古川俊治様
右　髙橋三男名誉会長・埼玉県獣医師連盟理事長

埼玉県医師会会長　金井忠男様

17



⑷　来賓の祝辞並びに紹介

　国会議員の皆様の紹介
　　御出席の国会議員の先生方にそれぞれ御祝辞を頂きました。（写真は御挨拶順）

　　御祝辞を頂く前に退席された先生

御出席された国会議員の先生方（選挙区順）

衆議院議員　　村井　英樹　様（埼玉第１区）
衆議院議員　　新藤　義孝　様（埼玉第２区）
衆議院議員　　黄川田仁志　様（埼玉第３区）
衆議院議員　　穂坂　　泰　様（埼玉第４区）
衆議院議員　　枝野　幸男　様（埼玉第５区）
衆議院議員　　大島　　敦　様（埼玉第６区）
衆議院議員　　中野　英幸　様（埼玉第７区）
衆議院議員　　柴山　昌彦　様（埼玉第８区）
衆議院議員　　大塚　　拓　様（埼玉第９区）
衆議院議員　　山口　　晋　様（埼玉第10区）
衆議院議員　　森田　俊和　様（埼玉第12区）
衆議院議員　　土屋　品子　様（埼玉第13区）
衆議院議員　　三ツ林裕巳　様（埼玉第14区）
衆議院議員　　田中　良生　様（埼玉第15区）

衆議院議員　　牧原　秀樹　様（比例区）
衆議院議員　　中根　一幸　様（比例区）
衆議院議員　　小宮山泰子　様（比例区）
衆議院議員　　野中　　厚　様（比例区）
衆議院議員　　鈴木　義弘　様（比例区）
衆議院議員　　輿水　恵一　様（比例区）
参議院議員　　関口　昌一　様（埼玉選挙区）
参議院議員　　西田　実仁　様（埼玉選挙区）
参議院議員　　古川　俊治　様（埼玉選挙区）
参議院議員　　矢倉　克夫　様（埼玉選挙区）
参議院議員　　上田　清司　様（埼玉選挙区）
参議院議員　　熊谷　裕人　様（埼玉選挙区）
参議院議員　　高木　真理　様（埼玉選挙区）
合　計　27名

衆議院議員　土屋品子様 衆議院議員　輿水恵一様衆議院議員　森田俊和様 参議院議員　熊谷裕人様

参議院議員　上田清司様
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埼玉県議会議員の皆様の紹介
　御出席の埼玉県議会議員の先生方にそれぞれ御祝辞を頂きました。（写真は御挨拶順）

小島信昭様 立石泰広様 小谷野五雄様 岡田静佳様

小久保憲一様 髙橋稔裕様白土幸仁様 細田善則様

高橋政雄様 齊藤邦明様諸井真英様 小川真一郎様

千葉達也様 髙木功介様関根信明様 尾花瑛仁様

武田和浩様町田皇介様
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　　御祝辞を頂く前に退席された先生方（選挙区順）

御出席された埼玉県議会議員の先生方（選挙区順）

急遽欠席となりましたが、ご協力頂いた埼玉県議会議員の先生
　中屋敷慎一　様（南16区　鴻巣市）

さいたま市議会議員及び上尾市議会議員の皆様の紹介
　御出席のさいたま市議会議員と上尾市議会議員の先生方にそれぞれ御祝辞を頂きました。（写真は御挨
拶順）

蒲生徳明　様（南１区　草加市）
立石泰広　様（南２区　川口市）
関根信明　様（南４区　さいたま市北区）
藤井健志　様（南５区　さいたま市大宮区）
田村琢実　様（南６区　さいたま市見沼区）
武田和浩　様（南６区　さいたま市見沼区）
高木功介　様（南９区　さいたま市浦和区）
髙橋政雄　様（南９区　さいたま市浦和区）
小島信昭　様（南12区　さいたま市岩槻区）
町田皇介　様（南13区　上尾市・伊奈町）
尾花瑛仁　様（南13区　上尾市・伊奈町）
細田善則　様（南20区　戸田市）

岡田静佳　様（西１区　所沢市）
小谷野五雄様（西８区　日高市）
小久保憲一様�（西第13区（滑川町、嵐山町、小川町、

ときがわ町）
齊藤邦明　様（北３区　本庄市・神川町・上里町）
小川真一郎様（北４区　深谷市・美里町・寄居町）
杉田茂実　様（北５区　熊谷市）
諸井真英　様（東２区　羽生市）
千葉達也　様（東３区　加須市）
白土幸仁　様（東７区　春日部市）
吉良英敏　様（東11区　幸手市・杉戸町）
� 合計　22　名

蒲生徳明様
（写真は前回のもの）

藤井健志様
（写真は前回のもの）

杉田茂実様

江原大輔様 青羽健仁様神坂達成様 桶本大輔様

自民党県議団長
田村琢実様
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御出席されたさいたま市市議会議員の先生方（選挙区順）

上三信　彰様（西区）
金井　康博様（西区）
伊藤　仕　様（北区）
関　ひろみ様（北区）
渋谷佳孝　様（大宮区）
新藤信夫　様（大宮区）
服部　剛　様（大宮区）
小森谷　優様（見沼区）
高柳俊哉　様（中央区）

阪本克己　様（桜区）
青羽健仁　様（浦和区）
桶本大輔　様（南区）
萩原章弘　様（南区）
神坂達成　様（緑区）
新井森夫　様（岩槻区）
江原大輔　様（岩槻区）
吉田一志　様（岩槻区）
� 合計　17　名

伊藤　仕様 新井森夫様吉田一志様 金井康博様

高柳俊哉様 渋谷佳孝様新藤信夫様 阪本克巳様

関ひろみ様 小森谷優様服部　剛様 上三信彰様

上尾市議会議員
小川明仁様

御祝辞を頂く前に退席された
萩原章弘様（写真は前回のもの）
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御出席された市長、町長の皆様のご紹介
　御出席の市長、町長の皆様にそれぞれ御祝辞を頂きました。（写真は御挨拶順）

　引き続き、御来賓から御祝辞を頂きました。

蓮田市長
山口京子様

顧問弁護士
高橋謙治様

右から
　境　政人日本獣医師会副会長兼専務理事
　駒田逸哉日本獣医師会事務局長
　村田暁俊埼玉県医師会事務局長
　福田和明埼玉県農業共済組合副組合長理事
　丸山盛司埼玉県畜産会専務理事

御祝辞を頂く前に退席された
桶川市長　小野克典様

埼玉県農業政策課長
中村真也様

㈱ヘリテイジリゾート社長
杉田憲康様

杉戸町長
窪田裕之様

埼玉県農林部長
横塚正一様

下薗学園理事長
下薗惠子様
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㈱テレビ埼玉クリエイティブ
常務取締役　松本嘉雄様

㈱埼玉新聞社
代表取締役社長　関根正昌様

右から
　埼玉りそな銀行岩槻支店長　　福岡大介様
　武蔵野銀行地域サポート部長　関谷宏之様
　日本政策金融公庫さいたま支店
　　　　　国民生活事業統括　　都筑栄太様

右から
　さいたま商工会議所理事兼事務局長
　　　　　　　　　　　　　　　　　黒金英明様
　さいたま観光国際協会常務理事　　阿久津基様

多くの御来賓と会員で賑わう懇親会の会場

㈱アスコ
東日本支店長
小楠文昭様

アクティ㈱
さいたま第二営業所長

清水政宏様

森久保CAメディカル㈱
埼玉営業所長　

白井孝輔様

㈱アサヒコミュニ
ケーションズ顧問

新井正敏様

日本全薬工業㈱
埼玉営業所長
水戸幸一様
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⑷　祝電の披露
　司会者から次の皆様から頂いた祝電・メッセージが披露されました。 

⑸　締め
　宴もたけなわとなり、野澤裕子
埼玉県食品衛生安全局長、橋谷田
元埼玉県参事兼生活衛生課長、坂
梨栄二埼玉県食品安全課長、渡辺
志保埼玉県畜産安全課長による手
締めが行われました。

⑹　閉会
　閉会にあたり宗像俊太郎副会長
が御参加いただいた方々に御礼を
述べ、懇親会は午後７時に散会と
なりました。

衆議院議員　　　　大島　　敦　様
衆議院議員　　　　中根　一幸　様
衆議院議員　　　　大塚　　拓　様
埼玉県議会議員　　鈴木　正人　様
埼玉県議会議員　　日下部伸三　様
埼玉県議会議員　　柿沼　貴志　様
埼玉県市長会会長（朝霞市長）
　　　　　　　　　富岡　勝則　様

川口市長　　　　　　　奥ノ木信夫　様
春日部市長　　　　　　岩谷　一弘　様
越谷市長　　　　　　　福田　　晃　様
戸田市長　　　　　　　菅原　文仁　様
ふじみ野市長　　　　　高畑　博士　様
埼玉県医師会会長　　　金井　忠男　様
埼玉県歯科医師会会長　大島　修一　様
㈱武蔵野銀行頭取　　　長堀　和正　様
　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

左から　橋谷田元参事兼生活衛生課長、野澤裕子食品衛生安全局長、
　　　　坂梨栄二食品安全局長、渡辺志保畜産安全課長
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第41回ソフトボール大会の開催について
　ソフトボール大会につきましては、令和元年度は県内の豚熱発生により開催を中止し、その後、令和２年
度以降は新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止となっておりました。
　今年度の開催について厚生委員会で協議し、10月９日（月・祝）に「大宮けんぽグラウンドＳフィールド（さ
いたま市西区二ツ宮）」の４面を使用して開催することとしました。
　なお、当日が雨天などで開催できない場合は順延せずに中止となります。
　対戦表など詳細につきましては、次号会報でご案内させていただきます。

～大宮けんぽグラウンドまでの交通～
●車を利用
　⑴国道17号新大宮バイパス「三橋交差点」
　から所沢方面（治水橋の手前）
●電車、バスを利用
　⑴大宮駅西口　西武バス１番乗場
　「ららぽーと富士見行き」か「馬宮団地行き」に乗車
　「運動場前」下車（所要時間20分）

～大宮けんぽグラウンド内施設の案内図～
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厚生委員会（書面協議）
　令和５年７月19日付けで各委員あての書面により次の事項を協議した。
協議事項
　第41回ソフトボール大会の開催について 
　令和５年10月９日（月・祝）に大宮けんぽグラウンドSフィールドで開催することについて協議したところ、
委員全員の賛成により承認された。

第３回理事会 
　令和５年７月14日（金）午後１時30分から、埼玉県農業共済会館において次の事項を審議した。
１　決議事項 
　　第１号議案　新入会員の承認に関する件
　　　　　　　　農林支部の新入会員６名が承認された。
　　第２号議案　集合狂犬病予防注射実施班班長の承認に関する件
　　　　　　　　各支部から選出された班長26名が承認された。
　　第３号議案　役員退任慰労金等の支給に関する件
　　　　　　　　役員の報酬等に関する規程に定められた退任慰労金を支給することが承認された。
２　協議事項
　⑴　委員の選任に関する件 
　　　各支部から推薦された各委員会の委員について承認された。
　⑵　令和５年度関東・東京合同地区獣医師大会（埼玉）獣医学術関東・東京合同地区学会に関する件
　　�　７月９日（日）にソニックシティにおいて開催された、 関東・東京合同地区獣医師会第２回理事会及び

第２回幹事会の結果が説明され、９月３日（日）の開催内容について確認した。
　⑶　今後の日程について
　　　今後の各行事の日程について協議した。

会務報告
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新　入　会　員　紹　介
新入会員報告
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支　部　名 氏　　　　　名 勤　　務　　先

農林 遠　藤　みちる 埼玉県熊谷家畜保健衛生所

〃 北　山　美　優 埼玉県中央家畜保健衛生所

〃 木　下　耕　一 埼玉県秩父高原牧場

〃 高　橋　友　希 埼玉県川越家畜保健衛生所

〃 洪　　　裕　天 埼玉県川越家畜保健衛生所

〃 松　田　友紀野 埼玉県熊谷家畜保健衛生所

団体 多　田　百　花 加須市・高橋動物病院

〃 笠　井　二　郎 志木市・志木いわい動物病院

〃 小　川　晃　朗 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 権　田　健　吾 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 坂　本　　　喬 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 関　島　光　菜 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 髙　城　早　希 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 谷　浦　　　秀 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 徳　永　和　真 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 村　上　　　凌 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 湯　本　優　希 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 若　山　賢　人 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

勤務部会
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令和５年度千葉県獣医師会第２回学術セミナーの開催について

予　　告

関東・東京地区各獣医師会長　様

公益社団法人千葉県獣医師会
会　長　　市川　陽一朗

　小暑の候、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　日ごろより本会事業につきまして、ご協力をいただき感謝申し上げます。
　さて、標記のセミナーを下記のとおり開催いたします。
　貴会会員の先生方には無料で聴講していただけますのでご案内申し上げます。
　参加の場合には、８月18日までにWEB申込フォームからご登録ください。
　後日、招待メールをお送りします。
　つきましては、お忙しい折　誠に恐縮に存じますが、宜しければ、貴会所属関係会員の皆様へのご周
知並びにご参加の呼びかけをして頂けますようお願い申し上げます。
　なお、獣医師会会員を対象としたセミナーですので、会員外の先生への転送はご遠慮ください。

記

１．配信日時：令和５年８月27日（日） 14：00～16：00
２．開催方法
　　WEBでの視聴（要事前申し込み）
３．講演： 
　　「犬猫の行動学とストレスケア～脳と腸の関係を知る～」
　　講師：東京農工大学　入交　眞巳　先生

後援：物産アニマルヘルス株式会社

４．WEB視聴お申込み：
　　下記のWEB申込フォームURIまたは、QRコードからお申込みください。
　　申し込み締め切り令和５年８月１８日。

　　�https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdmepJyPWHQ19_mc9-liol4Wm8J6Jq3_
J9HPnaBJ872CfdJtw/viewform?usp=sf_link
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広告

年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
４月
５月

６月２１日（水）

北支部
「最近の感染症の話題と獣医療ネットワーク」
東京農工大学農学部付属感染症未来疫学研
究センター　水谷　哲也　先生

【Zoomにて開催】
７月
８月

９月３日（日） 令和５年度　関東・東京合同地区獣医師大会（埼玉）獣医学術関東・東京合同地区学会
（さいたま市　ソニックシティ）

１0月
１１月

12月１日（金） 
～12月３日（日）

令和５年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会
（神戸市　神戸国際会議場）

12月

令和６年
１月

農林支部
令和５年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

（場所　未定）

２月
衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

３月

令和５年度埼玉県獣医師会学術広報版
（令和₅年７月20日現在）
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７月９日 第２回関東・東京合同地区獣医師会理事
会・幹事会（さいたま市　ソニックシティ）

７月19日 農業共済損害評価会前大会地（さいたま
市　埼玉県農業共済会館）

７月21日 全国獣医師会事務・事業推進会議（東京
都港区　明治記念館）

７月22日 JAHA年次大会2023（東京都中央区　AP
東京八重洲）

８月３日 埼玉県狂犬病予防協会総会（さいたま市　
さいたま共済会館）

８月６日 北支部学術講習会・納涼会（深谷市　埼玉
グランドホテル深谷）

８月８日 埼玉県畜産会臨時総会（熊谷市　ホテルヘ
リテイジ）

９月３日 令和５年度関東・東京合同地区獣医師大会・
三学会（さいたま市　ソニックシティ）

９月４日 関東・東京合同地区チャリティーゴルフコ
ンペ（東松山市　東松山カントリークラブ）

11月22日 全国獣医師会会長会議（東京都台東区　
上野精養軒）

11月23日 動物感謝デーin JAPAN（東京都台東区　
恩賜上野公園）

12月１日
～３日

令和５年度日本獣医師会獣医学術学会
年次大会（兵庫県神戸市　神戸国際会議場）

令和６年
２月25日 関東・東京合同地区獣医師会監査会・第３

回理事会（さいたま市　ソニックシティ）

ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/
ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）

事　務　局　メ　モ

令和５年

広告

【お詫びと訂正】
　会報第714号及び第715号に掲載した、令和５年度関東・東京合同地区獣医師大会（埼玉）、獣医学術関東・東京合同地区学会開
催案内におきまして、「埼玉県獣医師会会員の参加費及び交流会費は本会が負担します。」と記載しましたが、「埼玉県獣医師会開業
部会会員の参加費及び交流会費は本会が負担します。」の誤りでした。大変失礼いたしました。お詫びして訂正させていただきます。
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編　集　後　記

　世界的な熱波が続く中、日本でも猛暑が続い

ている。気象庁によると、今年の夏は過去最高

の気温を記録し、日本全国の多くの地域で熱中

症患者が急増しており、動物の熱中症について

も注意喚起しなければならない。そんな中動物

の保護について考えさせられることがあった。

　日本での犬・猫の殺処分数は10年前の時点で

約16万頭であり、その後大幅に減少傾向にある

ものの、依然として2022年には１万４千頭の犬

猫が犠牲になっている。殺処分数減少の理由と

して民間の動物愛護団体が増加し、殺処分減少

に貢献していること、2012年の動物愛護法改正

により、自治体が引き取りを拒否することが可

能となり、譲渡不適切な事例などを殺処分数と

してカウントしないケースがあることなども考

えられている。

　一方動物福祉先進国のドイツでは、ほぼ殺処

分ゼロを達成している。これはナチス政権時代

に制定された「ライヒ動物保護法」で動物の保護

を明言し、動物への残虐行為などの禁止事項が

具体的にまとめられ、さらに1986年の改正では

動物を人間の「同胞」と表現し、動物の地位がよ

り高められることになったことによるところが

大きいと考えられている。ドイツには基本的に

犬猫のペットショップがなく、ブリーダーやティ

アハイムと呼ばれる動物保護収容施設から保護

犬や保護猫を引き受ける文化が浸透している。

ティアハイムは自身も５年前に視察に行ってき

たが、ドイツ国内には約550ヵ所のティアハイム

が存在し、最も大規模な「ティアハイムベルリン」

では年間１万〜１万５千頭が収容され、約９割

が譲渡されている。またのびのびした環境下で

過ごす動物たちの展示には見るだけでも楽しめ

る工夫もされており、引取りのみならず、ただ

動物を見に来る人たちが増えることで施設に訪

れる人数も増え、保護動物の譲渡数にも良い影

響を与えている。

　しかしながら日本ではドイツのような大規模

なティアハイムは存在せず、いまだドイツのよ

うに保護動物を受け入れる文化は浸透している

とはいえない状況である。

　近年日本獣医師会の啓蒙により、ワンヘルス

の考え方が浸透しているが、ワンウェルフェア

（One Welfare）すなわち人の幸福（ウェルビーイ

ング）と動物の幸福、そして環境は繋がっていて、

どれか１つが欠けてしまうとより良く生きるこ

とができないという概念についても理解するこ

とが重要である。殺処分ゼロによる社会的効果

として、地域社会全体の動物愛護の意識を高め

られることがあげられるが、殺処分ゼロという

数字だけを追いかけるのではなく、動物の幸福

や福祉すなわちアニマルウェルフェアを社会全

体で重んじる世の中にしなければならない。

　日本をドイツのような世界一の動物福祉先進

国にするために、行政や企業と連携し、今まで

にない形のティアハイムを作ることで、日本に

も保護動物を受け入れる文化を醸成させること

により、人と動物が共生できる幸せな社会（One 

welfareな社会）の実現に貢献することできるの

ではないかと考えている。� （黎明）
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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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